







































































































































































































【須磨】６遣多満不耳可那之支己止以止左満〳〵也宇幾物けたまふにかなしきこといとさま〳〵也うき物止思日寸天川留世毛以万波止寸見者奈礼奈无己止と思ひすてつる世もいまはとすみはなれなんこと遠於本春尓八以止 閑多起己止於本可留中尓毛をおほすにはいと かたきことおほかる中にも姫君乃安計暮尓曽部天波思奈遣幾給部留左満姫君のあけ暮にそへて 思なけき給へるさま能心久留之宇哀奈留遠行女久利 毛又安比三の心くるしう哀なるを行めくり も又あひみ無事遠可那良春止於本左无丹天太尓奈越一む事をかならすとおほさんにてたになを一二日能程与曽〳〵尓阿可之久良春於利〳〵多耳二日の程よそ〳〵にあかしくらすおり〳〵於本川可奈幾物尓於本衣女君毛 本曽宇能三おほつかなき物におほえ女君も心ほそうのみ於本衣給部留遠以久止世曽能本止ゝ加幾利安留おほえ給へるをいくとせそのほとゝかきりある






















乃本利川止比天見多天末川留尓川計天毛己止尓物のほりつとひて見たてまつるにつけてもことに物布可ゝ羅王可幾人〳〵左部世能川祢奈幾思日志良ふかゝらわかき人〳〵さへ世のつねなき思ひしら連天涙尓久礼多利若君八以止宇川久之宇天左礼れて涙にくれたり若君はいとうつくしうてされ波之里遠八之多利比左之幾程尓忘礼怒己曽はしりをはしたりひさしき程に忘れぬこそ哀奈礼止天御比左尓寸部給部留御介之支能忍比哀なれとて御ひさにすへ給へる御けしきの忍ひ閑多計也於止ゝ毛己奈多尓和多利多満比天太比かたけ也おとゝもこなたにわたりたまひてたひ女之多満部利川連〳〵尓己 良勢 満八无程奈尓めしたまへりつれ〳〵にこ らせ まはん程なに止侍良怒昔之物語毛末以利来天聞衣左世无止と侍らぬ昔し物語もまいり来て聞えさせんと思多満部連 身能也万比於毛幾尓与里於本也思たまへれ 身のやまひおもきによ おほや
【須磨】
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流己止毛加ゝ留事毛左起乃世乃武久比尓己曽侍ることもかゝる事もさきの世のむくひにこそ侍奈礼八以比毛天由計八堂ゝ三川可良能遠己多利尓なれはいひもてゆけはたゝみつから をこたりに奈无侍末之天可久官志也久遠止良連寸安左者なん侍ましてかく官しやくをとられすあさは可奈留己止尓加ゝ川良比天多尓於本也計能可之己かなることにかゝつらひてたにおほやけのかしこ末利奈留人乃宇川之左満尓天世中尓安利不留盤まりなる人のうつしさまにて世中にありふ は己止耳於毛幾王左止 国尓毛志之侍留奈留遠ことにおもきわさと 国にもしし侍るなるを遠久者奈知川可者春部 左多女奈止毛侍奈留八遠くはなちつかはすへ さためなとも侍なるは左満己止奈留川三尓安多流部幾尓己曽侍奈礼尓己さまことなるつみにあたるへきにこそ侍なれにこ里奈幾心尓末可世天川連奈久寸久之侍良无毛りなき心にまかせてつれなくすくし侍らんも
【須磨】
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多満部留奈留部之安計奴連八夜婦可宇以天多満部留尓たまへるなるへしあけぬれは夜ふかういてたまへるに阿利明能月以止遠可之花乃木止毛漸〳〵左可利あり明の月いとをかし花の木とも漸〳〵さかり寸幾天王川可奈留木可計能以止志呂幾庭尓宇すきてわつかなる木かけのいと ろき庭にう春久幾利和多利多留曽己者可止奈久可寸見安部すくきりわたりたるそこはかとなくかすみあへ天秋能夜乃哀尓於本久 知末左連利寸三乃て秋の夜の哀におほく ちまされりすみの末能加宇良无尓遠之可ゝ里天止八可利奈可女多満不まのかうらんにをしかゝりてとはかりなかめたまふ中納言能君見多天末川利遠久良无止耳也妻止中納言の君見たてまつりをくらんとにや妻と遠之安計天為多利又太比女无安良无事己曽思部八をしあけてゐたり又たひめんあらん事こそ思へは以止可多介礼加ゝ里計留世遠志良天心屋春久毛いとかたけれかゝりける世をしらて心やすくも
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宇良見仁曽行御返止毛奈久打寸之給天暁うらみにそ行御返ともなく打すし給て暁能別八加宇能三也心川久之奈留思日志利多満部留人毛安の別はかうのみや心つくしなる思ひしりたまへる人もあ良无可之止乃給部八以川止奈久別止以不毛之己曽宇らんかしと 給へはいつとなく別といふもしこそう天侍奈留中尓毛計左八猶多久比安留満之宇思て侍なる中にもけさは猶たくひあるましう思給部良留ゝ程可 止者奈己恵耳天計尓浅可良春於毛給へらるゝ程か とはなこゑにてけに浅からすおも部利聞衣万本之幾己止毛返ゝ於毛不給部奈可良多ゝ尓へり聞えまほしきことも返ゝおもふ給へなからたゝに武春本ゝ連侍程遠遠之者可良世多満部以幾多奈むすほゝれ侍程ををしはからせたまへいきたな幾人八見給部无川計天毛中〳〵宇幾世能可連可多宇き人は見給へんつけても中〳〵うき世のかれかたう思給部良礼奴部介礼八心川与宇思給部奈之天以曽幾万思給へられぬへけれは心つよう思給へなしていそきま
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出多満比奴留奈己利遊ゝ之幾末天奈幾安部利殿出たまひぬるなこりゆゝしきまてなきあへり殿仁遠波之多礼八我御方能人〳〵毛末止呂万にをはしたれは我御方の人〳〵もまとろ佐利介留遣之幾耳天所〳〵尓武連為天安左満之さりけるけしきにて所〳〵にむれゐてあさまし能三世越於毛部留遣之幾也左不良比尓八志多之宇津のみ世をおもへるけしき也さふらひにはしたしうつ可宇末川留加幾利八御止毛尓末以留部幾心末宇計之天かうまつるかきりは御ともにまいるへき心まうけして王多久之能別於之武程耳也人女毛奈之佐良怒わたくしの別おしむ程にや人めもなしさらぬ人八止不良比末以留毛於毛幾止可女阿利王川良八之人はとふらひまいるもおもきとかめありわつらはし幾事末左礼八所世久川止比之武末車乃可多毛き事まされは所せくつとひしむま車のかたも奈久左比之 耳世八宇幾物成介利 於本之志良留なくさひし に世はうき物成けり おほししらる
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丹之可八奈无連以乃思者寸奈留左満耳也於本之奈之にしかはなんれいの思はすなるさまにやおほしなし津留加久天侍程多尓御女可礼春止思不遠可久世遠つるかくて侍程たに御めかれすと思ふをかく世を波奈留ゝ幾八尓者心久留之幾事能遠能川可良於はなるゝきはには心くるしき事のをのつからお本可利介留遠比多屋己毛利耳天也八川 奈幾世尓ほかりけるをひたやこもりにてやはつ なき世に人尓毛奈左計奈幾物止心遠可礼者天无止以止遠人にもなさけなき物と心をかれはてんといとを志宇天奈止聞衣多満部者可ゝ留世遠見留与利外尓しうてなと聞えたまへはかゝる世を見るより外に於遠毛八寸奈留事者何事尓可止波可利能給天おをもはすなる事は何事にかとはかりの給て以三之止於本之以礼多留左満 与里己止奈留遠己止いみしとおほしいれたるさま人よりことなるをこと王利曽可之父美己八以於呂可尓毛止与利於本之わりそかし父 こはいおろかにもとよりおほし
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春又多乃毛之幾人毛奈久計尓曽哀奈留御安利左満す又たのもしき人もなくけにそ哀なる御ありさま奈留程世尓由留左礼可多宇天止之月遠部八以者なる程世にゆるされかたうてとし月をへはいは本乃中尓毛武可部多天万川良无多ゝ以末八人幾ゝほの中にもむかへたてまつらんたゝいまは人きゝ能以止川幾奈可留部幾也於本屋計尓可之己末利のいとつきなかるへき也おほやけにかしこまり聞由留人八安幾良可奈留月日能影遠多尓見聞ゆる人はあきらかなる月日の影をたに見也春良可尓身遠布留末不己止毛以止川三於毛可也阿やすらかに身をふるまふこともいとつみおもか あ屋万知奈介礼止佐留部幾尓己曽加ゝ留己止毛やまちなけれとさるへきにこそかゝることも安良女止思不尓満之天人久寸 八連以奈幾己止あらめと思ふにまして人くす はれいなきこと奈留遠比多於毛武幾耳物久留遠志幾世耳天猶なるをひたおもむきに物くるをしき世にて猶
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奈久左三天満之波之良可久礼尓為可久礼天涙なくさみてましはしらかくれにゐかくれて涙遠末幾良八之給部留左 猶己ゝ 見留中 太久をまきらはし給へるさ 猶こゝ 見る中 たく比奈可利計利止於本之志良流ゝ人乃御安利左満也美己八ひなかりけりとおほし らるゝ人の御ありさま也みこ
【須磨】
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加久礼天寸久比給部留止之月以止ゝ阿連末左かくれてすくひ給へるとし月いとゝあれまさ良无程於本之屋良連天止能ゝ宇知以止可寸可らん程おほしやられてとのゝうちいとかすか奈利月於本呂尓佐之出天池比呂久山木不なり月おほろにさし出て池ひろく山木ふ可幾和多利心本曽計尓見遊留尓毛寸三者奈礼かきわたり心ほそけに見ゆるにもすみはなれ多良无以者本乃中於本之屋留丹之於毛天八可不之たらんいはほの中おほしやるにしおもては ふし毛和多利給者寸也止宇知久之天於本之介留尓もわたり給はすやとうちくしておほしけるに哀曽部多留月影乃奈末女可之宇志女也可奈留毛哀そへたる月影のなまめかしうしめやかなるも宇知婦留末比多満部 匂比尓留物奈久天以止忍うちふるまひたまへ 匂ひにる物なくていと忍比屋可尓以利給部者春古之以左利出天也可天月ひやかにいり給へはすこしいさり出てやかて月
【須磨】
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計幾介利大可多能世乃人毛誰可八与呂之久思日けきけり大かたの世の人も誰かはよろしく思ひ聞衣無奈ゝ川尓奈 多満比之此可多御可止能遠末聞えむなゝつにな たまひし此かた御かとのをま部尓夜留比留左不良比給比天曽宇之給己止能奈へに夜るひるさふらひ給ひてそうし給ことのな良怒八奈可利之可八此御以多者利尓加ゝ良怒人らぬはなかりしかは此御いたはりにかゝらぬ人奈久御止久遠与呂己者怒也八安利之屋无なく御とくをよろこはぬやはありしやん己止奈幾可无多知女弁官奈止乃内尓毛於本ことなきかんたちめ弁官なとの内にもおほ可利其与里志毛八数志良怒遠思志良怒尓八かり其よりしもは数しらぬを思しらぬには安良祢止佐之安多利天以知者也幾世遠思者あらねとさしあたりていち やき世を思は波可利天万以利与留毛奈之世由春利天於之三はかりてまいりよるもなし世ゆすりておしみ
【須磨】
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満之止昔之能御心乃寸左比於本之以川知可幾所〳〵ましと昔しの御心のすさひおほしいつちかき所〳〵能見左宇能川可左女志天左留部幾事止毛奈止のみさうのつかさめ てさるへき事ともなと与之幾与能安曽无志多之幾遣比之耳天於本よしきよのあそんしたしきけひしにておほ勢遠己奈不毛哀奈利時乃末耳以止見所安利天せをこなふも哀なり時のまにいと見所ありて志奈左世多満不水不可宇也利奈之宇部木奈 天しなさせたまふ水ふかうやりなしうへ木な て以万以止志川末里多満不心知宇川ゝ奈良春国いまいとしつまりたまふ心ちうつゝならす国能可三毛志多之幾殿人奈礼八忍比天 与世のかみもしたしき殿人なれは忍ひて よせ川可宇末川留加ゝ留御 比所止毛 宇人左八可之つかうまつる ゝる御 ひ所とも う人さはかし介礼止毛者可〳〵志宇物遠毛乃給比安者春部幾けれともはか〳〵しう物をもの給ひあはすへき
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美春法奈止世左勢多満不可川八加久於本之女之奈計久みす法なとせさせたまふかつはかくおほしめしなけく御心志川女多満比曽思奈幾世耳安良世多天末川利給部止御心しつめたまひて思なき世にあらせたてまつり給へと心久留志幾末ゝ尓祈申給不旅乃御止乃井物奈止心くるしきまゝに祈申給ふ旅の御とのゐ物なと天宇之天多天末川利多満不可止利の御奈遠之左てうしてたてまつりた ふかとりの御なをしさ志奴幾左満可八利多留心知寸留毛以三之起耳佐良奴しぬきさまかはりたる心ちするもいみしきにさらぬ鏡能止乃多満比之面影乃遣耳身尓曽比多満部留鏡のとのたまひし面影のけに身にそひたまへる毛可比奈之出以利多満比之方与利為多満比之末幾もかひなし出いりたまひし方よりゐたまひしまき柱奈止見多満不尓毛胸乃三不 可利天物遠止可宇柱なと見たまふにも胸のみふ かりて物をとかう思女久良之世尓志本志三奴留与者比乃人多尓安利思めくらし世にしほしみぬるよはひの人たにあり
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58





















夜留能衣遠物ゝ色之多満部留左満奈止以止幾与良也夜るの衣を物ゝ色したまへるさまなといときよら也何事毛良宇〳〵之宇物之多満不遠思不左満耳天今八何事もらう〳〵しう物したまふを思ふさまにて今は己止耳〳〵心安者多ゝ志宇行可 津良婦方毛奈久ことに〳〵心あはたゝしう行かゝつらふ方もなく志女也可耳天安留部幾物遠止於本春耳以三志宇久知しめやかにてあるへき物をとおほすにいみしうくち於志宇与留比留面影尓乃三於本衣天多衣可多宇思出おしうよるひる面影 のみおほえてたえかたう思出良礼多満部者猶忍比天也無可部末之止 春又打られたまへは猶忍ひてやむかへましと す又打閑部之奈曽也可久宇幾世耳川三遠多尓宇之奈八无かへしなそやかくうき世につみをたにうしなはん止於本世八也可天御左宇志无耳天安計暮遠己奈比とおほせはやかて御さうしんにてあけ暮をこなひ天於者春大殿乃若君乃御己止奈止安留尓毛以止ておはす大殿の若君の御ことなとあるにもいと
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乃中己曽安留耳川計天毛安知幾奈幾物也介礼止思の中こそあるにつけてもあちきなき物也けれと思志留満ゝ尓久之久世尓安良无物止奈无佐良尓於毛者怒しるまゝに久しく世にあらん物となんさらにおもはぬ左毛奈利奈无尓以可ゝ於本左留部幾知可幾程乃別尓さもなりなんにいかゝおほさるへきちかき程の別に思遠止左礼无己曽祢多介礼 介留世尓与可良怒人思をとされんこそねたけれ ける世によからぬ人能以比遠幾介无 以止奈川可之幾御左満耳天物遠のいひをきけん いとなつかしき御さまにて物を末己止耳哀止於本之以利天能多満八寸留尓川計天まことに哀とおほしいりてのたまはするにつけて本呂〳〵止己本連以川連八左利也以川連尓出津留尓可止ほろ〳〵とこほれいつれはさりやいつれに出つるにかと能多満八春以末ゝ天見 多知能奈幾己曽左宇〳〵之のたまはすいまゝてみ たちのなきこそさう〳〵し介礼春宮遠院乃乃多満者世之左満尓思へ止与加良怒けれ春宮を院ののたまはせしさまに思へとよからぬ
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可幾安川女多満部利此比乃三春尓寸女留千枝川祢乃利かきあつめたまへり此比のみすにすめる千枝つねのり奈止遠女之天川久利絵川可宇末川良世者也止心毛止なとをめしてつくり絵つかうまつらせはやと心もと奈可利安部利奈川可 宇女天多幾御左満耳与乃物思なかりあへりなつか うめてたき御さまによの物思忘天知可宇 礼川可宇末川留遠嬉之幾己止丹天忘てちかう れつかうまつるを嬉しきことにて四五人八可利曽川止左不良比計留世无左以乃花色四五人はかりそつとさふらひけるせんさいの花色色咲三多礼天於毛之呂幾夕久礼尓海見屋良色咲みたれておもしろき夕くれに海見やら流ゝ良宇尓出給天 ゝ寸見多満不御左満遊ゝ志宇るゝらうに出給て ゝすみたまふ御さまゆゝしう幾与良奈留己止所可良八末之天此世能物止見衣きよらなること所からはまして此世の物と見え多満者寸志呂幾安也乃奈与良 奈留志本武色奈止たまはすしろきあやのなよら なるしほむ色なと
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与里末可利能本利天八末川以川之可止久末以利左不良比よりまかりのほりてはまついつしかとくまいりさふらひ天都能御物語毛止己曽思多満部侍川連思乃程尓可て都の御物語もとこそ思たまへ侍つれ思の程にか天遠八之満之介留 寸見家遠末可利過 留閑多てをはしましける すみ家をまかり過侍るかた志計奈宇可那之宇毛侍可奈安比志利天侍人〳〵左留部幾しけなうかなしうも侍かなあひしりて侍人〳〵さるへき己礼可礼末宇天幾武 比天安末多侍良八所世左遠これかれまうてきむ ひてあまた侍らは所せさを思多満部者ゝ可利侍事止毛者部利天恵左不良八奴事思たまへはゝかり侍事ともはへりてゑさふらはぬ事佐良尓万比利侍良无奈止己能筑前守曽末以礼留此止さらにまひり侍らんなとこの筑前守そまいれる此と能ゝ蔵人尓奈之天帰利見多満比之人奈礼八以止毛可奈のゝ蔵人になして帰り見たまひし人なれはいともかな之以三之止思部止毛又見留人〳〵能安礼八聞衣遠思日天しいみしと思へとも又見る人〳〵のあれは聞えを思ひて
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満乃浦波以左利世无止八於毛八左利之者也止安利武末也まの浦波いさりせんとはおもはさりしはやとありむまや能遠左尓久之止良寸留人毛阿利介留遠満之天のをさにくしとらする人もありけるをまして於知止末利奴部久奈无於本衣介 都尓八月日寸久留おちとまりぬへくなんおほえけ 都には月日すくる満ゝ尓御門遠波之女多天末川利天恋幾己由留折節まゝに御門をはしめたてまつりて恋きこゆる折節於本可利春宮八満之天川年尓於本之出津ゝ忍天奈幾おほかり春宮はましてつねにおほし出 ゝ忍てなき多満不遠見多天末川留御女能止満之天命婦 君八以三たまふを見たてまつる御めのとまして命婦 君はいみ志宇哀尓見 天末川留入道宮八春宮乃御己止遠遊ゝしう哀に見 てまつる入道宮は春宮の御ことをゆゝ志宇乃三於本之ゝ 大将毛可久左寸良部多 比奴留遠以三しうのみおほしゝ 大将もかくさすらへた ひぬるをいみ
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止毛聞衣介礼八王川良八之久天多衣天世宇曽己聞衣とも聞えけれはわつらはしくてたえてせうそこ聞え給不人奈之二条院乃姫君 程不留満ゝ尓於本之奈久左給ふ人なし二条院の姫君 程ふるまゝにおほしなくさ武於利奈之日无可之能多比尓左不良比之人〳〵毛皆王多むおりなしひんかしのたひにさふらひし人〳〵も皆わた里万以利丹之波之女八奈止 佐之毛安良无止思之可止見りまいりにしはしめはなと さしもあらんと思しかと見多天万津利奈留ゝ満ゝ尓奈川可之宇遠可之幾御 利左満たてまつりなるゝまゝになつかしうをかしき御 りさま末女屋可奈留御心者部毛思屋利不可宇哀奈礼八末 天知まめやかなる御心はへも思やりふかう哀なれはま てち留毛奈之奈部天奈良怒幾波乃人〳〵耳波本能見衣るもなしなへてならぬきはの人〳〵にはほの見え止志多満不曽己良能中尓寸久礼多留御心佐之毛己止としたまふそこらの中にすくれたる御心さしもこと波利奈利介礼止見多天末川留彼山里尓八恋之幾満ゝ尓はりなりけれと見たてまつる彼山里には恋しき ゝに
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里人冬尓奈利天雪不利安礼多留比空乃気色毛里人冬になりて雪ふりあれたる比空の気色も己止尓寸古久奈可免給天琴遠引寸左比給天ことにすこくなかめ給て琴を引すさひ給て与之清尓歌宇多者世大輔与己笛吹 安曽比給よし清に歌うたはせ大輔よこ笛吹 あそひ給心止（止）女天哀奈留天奈止引多満部留尓己止物乃己恵心と（と）めて哀なるてなと引たまへるにこと物のこゑ止毛八也女天涙遠能己比安部利昔之胡国尓川可者ともはやめて涙をのこひあへり昔し胡国につかは之介无女遠於本之屋利 満之天以可奈利介无しけん女をおほし り ましていかなりけん此世耳我思聞由留人奈止遠左也宇尓者奈知也利多此世に我思聞ゆる人なとをさやうにはなちやりた良无己止奈止思不毛安良无己止能也宇仁思不毛由ゝ志宇らんことなと思ふもあらんことのやうに思ふもゆゝしう
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奈可利系留程耳人乃曽年三於本久天宇世多満比なかりける程に人のそねみおほくてうせたまひ丹之可止此君乃止満利給部留以止女天多之加之にしかと此君のとまり給へるいとめてたしかし女八心多可久川 不部幾物也遠能連可ゝ留為中人女は心たかくつ ふへき物也をのれかゝるゐ中人奈利止天於本之春天之奈止以比以多利此武春女なりとておほしすてしなといひいたり此むすめ春久礼堂留加多知奈良祢止奈川可之宇安天者 尓すくれたるかたちならねとなつかしうあては に心者世安留左満奈止曽計尓也武己止奈幾人尓遠心はせあるさまなとそけにやむことなき人 を止留満之可利計留身乃阿利左満遠久知於之幾とるましかりける身のありさまをくちおしき物尓思志利天多可幾人八我遠奈丹能数尓毛於物に思しりてたかき人は我をなにの数にもお本左之程〳〵 川計多留世遠八佐良尓見之以 知ほさし程〳〵 つけたる世をはさらに見しい ち
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中比毛天奈之給部留志毛以三之宇見留尓恵末礼中ひもてなし給へるしもいみしう見るにゑまれ天幾与良也止利川可比給部留天宇止毛可利曽女尓てきよら也とりつかひ給へるてうともかりそめに志奈之天遠満之所毛安良八尓見以礼良 碁しなしてをまし所もあらはに見いれら 碁寸久六乃者无天宇止多起乃具奈止為中王左すく六のはんてうとたきの具なとゐ わさ尓志那之天祢无寿能具遠己奈比津止女多満不にしなしてねんす 具をこなひつとめたまふ介利止見衣太利物末以連留奈止己止佐良所尓川けりと見えたり物まいれるなとことさら所につ計計宇安利天志那之多利海士止毛安左里之天けけうありてしなしたり海士ともあさりして可比津物毛天万以礼留遠女之出天御良无春浦かひつ物もてまいれるをめし出て御らんす浦耳止之婦留左満奈止止者勢多満不耳左満〳〵屋春にとしふるさまなととはせたまふにさま〳〵やす
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奈幾風奈利波以止以可女之宇多知幾八幾天なき風なり波いといかめしうたちきはきて人〃能安之遠空也海乃於毛天八婦春満遠者利人〃のあしを空也海のおもてはふすまをはり多良无也宇尓日可梨美知天神奈利比良女幾たらんやうにひかりみちて神なりひらめき於知可ゝ留心知之天加良宇之天多止利来天おちかゝる心ちしてからうしてたとり来て可ゝ留女遠見春毛阿 可奈風奈止八吹気色川かゝるめを見すもあ かな風なとは吹気色つ幾天己曽阿連安左満之宇女川良可奈利止末きてこそあれあさましうめつらかなりとま止不尓猶屋万須奈利見知天雨乃阿之とふに猶やますなりみちて雨のあし安多留所止保利奴部久八良女幾於川閑久あたる所とほりぬへくはらめきおつかく天世八川幾奴留尓也 心本曽久思日末止不尓て世はつきぬるにや 心ほそく思ひまとふに
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安留尓八末以利多満者怒止天多止利安利久止見留あるにはまいりたまはぬとてたとりありくと見る耳於止呂幾天左八海乃中能里宇 宇能以止におとろきてさは海の中のりう うのいと以多宇物女天寸留物耳 見以礼多留奈利介利止いたう物めてする物に 見いれたるな けりと於本寸尓以止 武川可之宇己乃寸満井多おほすにいと物むつかしうこのすまゐた盈可多久於本之奈利怒えかたくおほしなりぬ
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或人所望不能峻拒纔染禿毫畢嘆擲延徳二暦仲冬下旬
　　
（花押）
